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 本論文は 6 章から構成されている。 
 第 1 章では、交流施設設置の背景、並びに本研究の目的と意義を述べている。 
 第 2 章では、全国から選定した世代間交流施設を対象として、施設設置の制度的な背景や立地特
性、運営主体等の施設概要や平面構成の特性を明らかにし、急激な少子高齢化に伴う当該施設の急増
や複合形態の多様性を示した。 

































 本論文は 6 章から構成されている。第 1 章では、研究の背景、目的を述べている。 
 第 2 章では、世代間交流施設の機能・空間構成、及び施策との関連性や運営方法における多様化
の動向を明らかにし、自治体独自の裁量による設置計画の評価を行っている。 
 第 3 章では、機能構成と利用主体によって交流施設を 7 つに類型化し、施設規模や建築形式（新
築・改修）、領域構成等からみた類型毎の空間計画の特徴を解明している。 









 以上の結果を 6 章でまとめ、活動領域のゾーニングによる構成を基本とする在来の地域施設のビ
ルディングタイプを超えて、世代間交流施設は地域施設の計画プログラムを変革する可能性を指摘し、
その具体的な計画の考え方と手法を提起している。 
 本研究は、世代間交流施設に関する有用な計画指針を提示するにとどまらず、新たな機能の創出と
いった複合施設の本質的なあり様を検討している点でも有意性のある結論を得ている。地域施設計画
における新たなパラダイムを提起し、地域施設に関する建築計画学の研究・設計の発展に寄与すると
ころが大きい。したがって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認め
る。 
 
 
 
 
 
 
